
　

○
に
入
る
漢
字
を
記
入
の
う
え
、Ｊ
Ａ
宮
城
中
央
会
営
農
農
政
部
へ
は
が
き
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３０
名
様
に
、
玄
米
食

向
け
巨
大
胚
芽
米
「
金
の
い
ぶ
き
」
の
パ
ッ
ク
ご
飯
１
ケ
ー
ス
（
１２
個
入
り
）
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。当
選
者
の
発
表
は
、発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
、①
答
え
②
あ
な

た
の
住
所
③
氏
名
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥
所
属

Ｊ
Ａ
⑦「
オ
リ
ジ
ン
」へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想
―
―

を
、
明
記
し

て
、
下
記
の

あ
て
先
ま

で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

（
個
人
情
報

は
プ
レ
ゼ
ン

ト
発
送
以
外

の
目
的
に
は

使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

　

２
０
１
８
年
度
に
本
格
デ

ビ
ュ
ー
す
る
新
品
種
「
東
北
２

１
０
号
」の
名
前
が「
だ
て
正
夢

（
ま
さ
ゆ
め
）」
に
決
ま
り
ま
し

た
。今
年
生
誕
４
５
０
年
を
迎

え
る
伊
達
政
宗
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
名
前
で
、
１
月
２３
日
の
お

披
露
目
式
で
、
村
井
嘉
浩
知
事

は
「
米
ど
こ
ろ
宮
城
を
全
国
に

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
ま
し
た
。

　
「
正
夢
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ

に
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
が
実
現
す
る
よ
う
に
と
の

思
い
も
込
め
ら
れ
て
お
り
、
県

で
は
、「
ひ
と
め
ぼ
れ
」「
サ
サ
ニ

シ
キ
」
に
次
ぐ
新
た
な
ブ
ラ
ン

ド
米
に
育
て
て
い
く
方
針
で

す
。

　
「
だ
て
正
夢
」
は
古
川
農
業
試

験
場
が
開
発
し
た
新
品
種
で
、

も
っ
ち
り
と
し
た
食
感
と
粘
り

が
あ
り
ま
す
。冷
め
て
も
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
、
栽
培
面
で
は

「宮
城
米
の
名
前
は『
だ
て
○
夢
』で
す
」

あ
て
先

〒980-0011 仙台市青葉区上杉１丁目２-16
ＪＡ宮城中央会営農農政部
みやぎ広報「オリジン99号」係。　
はがきまたはＥメールjapre@ja-mg.or.jp
でご応募ください。

締
め

切
り 2017年5月19日（金）必着

「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
よ
り
も
倒
伏
に

強
い
の
が
特
徴
で
す
。　

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
県
と
一
体

と
な
っ
て
栽
培
拡
大
を
す
す

め
、
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
の
定

2
0
1
8
年
デ
ビ
ュ
ー
予
定
の

　

２
０
１
６
年
１１
月
、「
協
同
組
合
」

が
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ

ス
コ
）
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　

信
頼
や
自
助
と
い
っ
た
民
主
主
義

に
基
づ
く
協
働
に
よ
っ
て
、
社
会
・

文
化
・
経
済
的
な
発
展
に
寄
与
し
て

い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

日
本
協
同
組
合
連
絡
協
議
会
（
Ｊ

Ｊ
Ｃ
）に
よ
る
と
、
協
同
組
合
に
は
現

在
、
１
０
０
カ
国
以
上
で
１０
億
人
の

組
合
員
が
参
加
。農
協
、
漁
協
、
生
協

な
ど
日
本
の
組
合
員
は
６
５
０
０
万

人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
無
形
文
化
遺
産
に
は
１３
年
、

「
和
食
」も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
協
同
組
合
」が

無
形
文
化
遺
産
に

　

第
４１
回
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た

し
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
（
Ｊ

Ａ
全
中
な
ど
が
主
催
）
で
、
涌
谷

町
立
涌
谷
中
学
校
３
年
生
の
和
田

都
さ
ん
が
、
図
画
部
門
で
見
事
に

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
１
月
１４
日
に
、
東
京
・
大
手

町
の
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

和
田
さ
ん
は
「
大
切
に
し
た

い
、
米
食
の
原
点
」
と
題
し
、
実

習
田
で
の
田
植
え
の
様
子
を
描

き
ま
し
た
。
「
田

ん
ぼ
と
、
お
米
に

対
す
る
私
の
思
い

が
、
絵
を
見
た
人

に
伝
わ
っ
た
の
な

ら
、
こ
れ
か
ら
も

伝
わ
っ
て
い
く
の

な
ら
、
本
当
に
う

れ
し
く
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
」

と
感
謝
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
全
国
か

ら
作
文
部
門
に
５
万
２
１
１
０

点
、
図
画
部
門
に
６
万
９
８
０
５

点
の
応
募
が
あ
り
、
宮
城
県
か
ら

は
作
文
部
門
で
蔵
王
町
立
円
田
小

学
校
６
年
の
佐
藤
志
音
さ
ん
と
仙

台
市
立
七
郷
中
学
校
１
年
の
熊
井

ゆ
い
さ
ん
、
図
画
部
門
で
大
崎
市

立
松
山
小
学
校
４
年
の
只
埜
燕
さ

ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
涌

谷
町
立
涌
谷
中
学
校
が
学
校
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

和
田
都
さ
ん（
涌
谷
町
立
涌
谷
中
学
校
3
年
）が

図
画
部
門
で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

第
４１
回
ご
は
ん・お
米
と
わ
た
し
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
和
田
さ
ん
の
作
品

ⓒよい食P

新しい宮城米の名前は「だて正夢」
もっちりとした食感が特徴、ブランド化へ

着
を
目
指
し
ま
す
。栽
培
は
１７

年
度
か
ら
本
格
的
に
開
始
。生

産
農
家
は
登
録
制
で
最
大
で
約

６
０
０
０
㌶
と
し
、
３
万
㌧
程

の
生
産
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

宮
城
県
が
作
付
け
を
推
進
し

て
い
る
玄
米
食
向
け
巨
大
胚
芽

米
の
独
自
品
種
「
金
の
い
ぶ
き
」

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
ま
り
ま
し

た
。「
金
」
の
漢
字
に
胚
芽
米
の

シ
ル
エ
ッ
ト
を
採
用
し
、
ひ
と

目
で
わ
か
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
１２
月
２０
日
に
行
わ
れ
た

発
表
会
で
、Ｊ
Ａ
宮
城
中
央
会

の
石
川
壽
一
会
長
は
「
機
能
性

と
お
い
し
さ
で
幅
広
い
年
代
に

食
べ
て
も
ら
え
る
」
と
期
待
し

ま
し
た
。

　

健
康
志
向
の
高
ま
り
で
「
金

の
い
ぶ
き
」
の
需
要
は
伸
び
て

お
り
、
２
０
１
７
年
度
は
、
１６
年

度
（
１
２
０
㌶
）
の
約
２
倍
に
増

や
す
計
画
で
す
。

新銘柄米に期待を込める石川壽一中央会会長ら関係者

ロゴマークを手にする村井知事㊥、ＪＡ宮城中央会の石川会長㊧、
ＪＡ全農みやぎの菊地潔県本部長㊨

玄米食向け巨大胚芽米

「金のいぶき」のロゴマーク決まる

農業者所得向上へ　園芸で新たな挑戦！　＜ＪＡみどりの・ＪＡ栗っこ・ＪＡ仙台・ＪＡみやぎ亘理・
ＪＡ加美よつば・ＪＡみやぎ登米・ＪＡいしのまき・ＪＡ南三陸＞
新しい宮城米の名前は「だて正夢」
「金のいぶき」のロゴマーク決まる
第４１回ごはん・お米とわたし作文・図画コンクール
「協同組合」が無形文化遺産に
プレゼントクイズ

（1、２、3面）
（4面）
（4面）
（4面）
（４面）
（４面）

も
く
じ

みんなのよい食プロジェクト
とは、これからの日本人に
とって「よい食」とは何かを、
日本の農家と JA グループ、
消費者、協力会社・団体のみ
んなで一緒になって考え、行
動していく運動です。

（1）　　　平成29年3月 【オ　リ　ジ　ン】

青
ネ
ギ

Ｊ
Ａ
み
ど
り
の

契
約
栽
培
で
年
３
回
収
獲

　
Ｊ
Ａ
み
ど
り
の

は
、
土
地
利
用

型
野
菜
と
し
て
２

０
１
５
年
度
か
ら

青
ネ
ギ
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。
１６
年
度
は
６

団
体
３
個
人
が

４
・
５
㌶
に
作
付

け
し
ま
し
た
。Ｊ

Ａ
の
新
た
な
ブ
ラ

ン
ド
農
産
物
の
確

立
と
水
田
の
有
効

活
用
に
よ
る
農
業

所
得
の
向
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
み
や

ぎ
を
通
し
、
加
工

業
務
用
と
し
て
契
約
栽
培
。
青

ネ
ギ
は
葉
鞘
（
よ
う
し
ょ
う
）

部
が
長
い
白
ネ
ギ
に
比
べ
、
葉

身
部
が
長
い
の
が
特
徴
。
主
に

関
西
方
面
で
の
消
費
が
多
く
、

露
地
栽
培
で
年
３
回
の
収
穫
が

可
能
で
、
高
収
量
・
収
益
が
見

込
め
ま
す
。

　

17
年
は
、
生
産
者
が
栽
培
に

専
念
で
き
る
よ
う
、
育
苗
、
移

植
作
業
を
Ｊ
Ａ
子
会
社
の
み
ど

り
の
み
ら
い
が
請
け
負
い
ま
す
。

そ
の
他
、
畝
立
て
な
ど
の
作
業

機
械
を
貸
し
出
し
、
調
製
選

別
も
Ｊ
Ａ
が
受
託
し
負
担
軽
減

を
図
って
い
ま
す
。

　

初
年
度
は
、
病
害
虫
に
よ

る
被
害
や
大
雨
、
風
な
ど
の
影

響
も
あ
り
、
収
穫
量
は
９４
㌧

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

踏
ま
え
１６
年
度
は
１０
㌃
当
た

り
収
量
５
㌧
を
目
標
に
作
型
の

見
直
し
等
、
技
術
対
策
と
巡

回
指
導
を
強
化
し
、
収
穫
量

は
昨
年
１２
月
末
で
１
１
５
㌧
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
４
月
上
旬
頃
か
ら

移
植
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。Ｊ

Ａ
は
今
年
８
月
に
、
青
ネ
ギ
集

出
荷
調
製
施
設
を
大
崎
市
鹿

島
台
に
新
設
し
、
昨
年
の
４
・

５
㌶
の
２
倍
を
超
え
る
１０
㌶
の

作
付
け
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

営
農
部
園
芸
課
の
川
村
隆
浩

課
長
は
「
生
産
者
の
所
得
増

大
に
つ
な
が
る
よ
う
に
栽
培
指

導
を
強
化
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
す
。

ズ
ッ
キ
ー
ニ

Ｊ
Ａ
栗
っ
こ

販
売
高
１
億
円
目
指
す

　
Ｊ
Ａ
栗
っ
こ
は
、
栗
原
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
・
栗
原
市

と
一
体
と
な
り
、
２
０
１
５
年

度
か
ら
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
一
大
産

地
化
プ
ロ
ジェク
ト
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
栽
培

期
間
が
短
く
、
軽
量
で
高
度
な

技
術
も
必
要
な
く
、
初
心
者

か
ら
高
齢
者
ま
で
栽
培
で
き
る

西
洋
野
菜
で
す
。

　

初
年
度
は
栽
培
面
積
６
０
０

㌃
を
目
標
に
「
Ｚ
６
０
０
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
。
１
年
間

で
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
生
産
を
拡
大
す
る
た
め

に
、
１６
年
度
に
ズ
ッ
キ
ー
ニ
部

会
を
設
立
し
、
栽
培
面
積
１０

㌶
、
栽
培
農
家
数
１
０
０
人
を

目
標
に
「
Z
１
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
始
動
し
ま
し
た
。
将
来
的

に
は
販
売
高
１
億
円
を
目
指
し

ま
す
。

　

転
作
の
有
望
品
種
と
し
て
、

露
地
で
栽
培
で
き
、
設
備
に
費

用
を
か
け
ず
に
済
む
点
や
、
定

植
か
ら
収
穫
ま
で
が
短
い
な
ど

の
栽
培
上
の
利
点
を
ま
と
め
て

導
入
を
呼
び
か
け
、生
産
支
援
・

販
売
強
化
を
行
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
拡
大
に
も
力
を

入
れ
、
市
内
小
中
学
校
の
給
食

に
提
供
し
た
り
、
レ
シ
ピ
集
を

作
成
し
、
ズッ
キ
ー
ニ
の
調
理
方

法
な
ど
を
広
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
を
も
っ
と
広

く
知
って
も
ら
う
た
め
に
「
ズ
ッ

キ
ー
ニ
ダ
ン
ス
」
を
考
案
。
耳
に

残
る
フ
レ
ー
ズ
と
、
覚
え
や
す
い

ダ
ン
ス
で
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど

で
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

１６
年
度
は
、
栽
培
面
積
９
・

６
㌶
、
農
家
数
７２
人
、
販
売

高
２
９
０
０
万
円
の
実
績
と
な

り
、
目
標
達
成
に
向
け
着
々
と

進
行
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
部
会
を
中
心
に
高

品
質
・
安
定
出
荷
を
確
立
し
、

消
費
拡
大
に
向
け
産
地
の
Ｐ
Ｒ

を
進
め
、
農
家
所
得
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

県内JAでは、第38回JA宮城県大会決議に基づき、「農業者所得の増大」に取り組んでいます。その活動の一つが園芸振興です。
県では2020年度までに園芸品目の生産額を、2014年度の301億円から422億円に増やす計画です。

目標達成に向けて、県内JAで始まっている新たな園芸の取り組みを紹介します。

農業者所得向上へ

朝日と共に収穫が始まる青ネギ（10月、大崎市鹿島台で）

ズッキーニの生育を確認する部会員
（５月、栗原市で）

景品は平成29年9月頃までに、宅配会社もしくはJAを通じてお届けさせていただきます。

給与受取

スプリングキャンペーン概要

キャンペーンにお申込みいただいたお客さまで、平成29年2月から6月に、新たにJAで給与
受取口座を指定し、いずれかの月において5万円以上の給与のお受取が確認されたお客さま

キャンペーンにお申込みいただいたお客さまで平成29年2月から5月に、新たにJAで教育ローンまたはマイカーローンを
ご契約されたお客さまただし、一定の借入金額、借入期間を満たされたお客さまが対象となります。

左記の給与受取に該当する
お客さまをご紹介いただいたお客さま

松下奈緒さんの
QUOカード5,000円分

給与受取ご紹介

QUOカード

1,000円分

マイカーローン・教育ローン

「東北楽天ゴールデンイーグルス」協賛デー外野自由席ペアチケット
「東北楽天ゴールデンイーグルス」グッズまたはスタジアム商品券2,000円分
「仙台うみの杜水族館」チケット（1名様分）
全国農協商品券2,000円分

申込期間

対象取引

景品内容

景品発送
お申込方法

平成29年2月1日（水）～5月31日（水）

ＪＡバンクのホームページまたは専用応募ハガキでお申込みください。 専用申込書にてお申込みください。詳しくはお取引しているＪＡ店舗窓口または渉外にお尋ねください。

まンーローカイマに内間期込申．３。すまきだたいてせさと外象対はまさ客おたれさ領受を品景のンーペンャキ本に度年昨、てしまきつにンーペンャキ取受与給．２。すで象対が方たいだたい約契ごにでま日03月4年92成平、は」トッケチ戦観アペ席由自野外』スルグーインデルーゴ天楽北東『「．１］項事意注［
たは教育ローンを複数回ご契約いただいた場合も、景品の受領は１回までとさせていただきます。４．給与受取ご紹介キャンペーンの対象は、ＪＡバンクに口座をお持ちのお客さまで、景品のお申込みを行ったお客さまとさせていただきます。また、ご紹介いただいたお客さまは上記給与受取の対象取引に該
当し、かつご紹介者本人がお取引していただいているＪＡにご紹介いただいた場合に限らせていただきます。５．転居先不明・長期不在等でお届けできない場合、対象の取引実績が確認できない場合には無効とさせていただきます。６．上記キャンペーンお申込後の景品の変更はできかねます。

まで

JAネットローン詳しくはホームページまで https://ja-netloan.jp/

JAバンクのローンだから、便利で安心 !!

キャンペーン・商品の詳しい内容は、
お近くのJAへお問い合わせください。

《マイカーローン・教育ローン》商品概要　●お借り入れ期間／◎マイカーローン…据置期間を含め6か月以上10年以内とします。なお、就職内定者の場合の据置期間は、初回ご融資日からご融資対象者の入社前月末までの範囲とします。◎教育ローン…据置期間を含め15年以内（在学期
間+9年）とします。なお、据置期間は、初回ご融資日からご融資対象者ご子弟の卒業予定年月日の末日の6か月後までの範囲内とします。●お借入金額／10万円以上1,000万円以内、1万円単位とし、所要金額の範囲内とします。●お借入金利／【変動金利型】お借入時の金利は、年4回
見直しを行い、4月1日、7月1日、10月1日および1月1日から変更いたします。お借入後の金利は、4月1日および10月1日の当ＪＡの基準金利（パーソナルプライムレート）により、年2回見直しを行い、6月・12月の約定返済日の翌日より変更いたします。●担保／担保不要です。●手数料／ご返済
期間終了後までの間において、全額または一部繰上返済をされる場合は、次の事務手数料（消費税等含む。）が必要です。全額・一部繰上返済の場合・・・最大5,400円（詳しくは各JAにお問い合わせください）●留意事項／ローン商品の詳しい内容については、店頭に説明書を用意しておりま
す。ご返済額の試算については、当ＪＡの融資窓口までお問い合わせください。本金利プランの適用期間中に、ご返済の滞りなどが発生した場合には、本金利プランの適用を中止し、店頭金利に引き上げさせていただく場合がございます。

年1.75%

年1.65%

【最大引下金利適用条件】以下のいずれか1つを満たすお客さま
・当JAで、JAカード（クレジットカード）を契約（新規含む）・当JAに給与振込を指定（新規含む）
・当JAに公共料金（電気、電話（携帯電話含む）、水道、ガス、NHK受信料等）の口座振替を1つ以上指定（新規含む）
・当JAで自動車共済に加入（新規含む）・当JAで自動車を購入

【金利引下適用条件】
ネット申込みで▲0.3％、その他の条件を満たせば、最大金利引下幅▲1.0％
※その他の条件の詳細については、JAネットローンHPまたはJA窓口にお問い合わせください。

ネット申込限定 適用期間：2017.1.1～2017.3.31

～1.90%

～2.65%

変動
金利型

変動
金利型

保証料込

保証料込

「ボールパークイベント」参加券の内容／
選手との記念撮影権（3組6名様）、始球式投球権（1名様）、
スタジアムＭＣ体験（1名様）等

JAバンク宮城 スプリングキャンペーン2017

随時更新！ HP：http://www.ja-mg.or.jp Facebook：https://www.facebook.com/ja.miyagi.chuokai/

発行　宮城県農業協同組合中央会　〒980-0011　仙台市青葉区上杉1-2-16　℡022-264-8245
オリジン…稲の学術名「オリザ・サティヴァ」に、　　　
　　　　人を意味する「ジン」を合わせました。
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5年に1度の和牛の
日本一決定戦

第11回全国和牛能力共進会宮城県実行委員会 〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町三丁目1-6 TEL:022-714-2982 FAX:022-714-2985

日時
会場

▼
▼

平成29年9月7日（木）→平成29年9月11日（月）
［種牛の部］夢メッセみやぎ（仙台市）
［肉牛の部］仙台市中央卸売市場食肉市場（仙台市）

第10回長崎大会（銘柄牛ブース） 第10回長崎大会（種牛群）

全国和牛能力共進会宮城大会

第11回 全国和牛能力共進会宮城大会
（ホームページ）
全共宮城大会の最新情報を掲載しています。
下記URL、QRコードを参照ください。

牛政宗くんのつぶやき
（Twitter）
@ushimasamunekun

http://www.pref.miyagi.jp/site/nourinsui/miyagi-zenkyou.html

全体イメージ

全国和牛能力共進会とは、5年に
一度全国から選抜された和牛が
一堂に会して、その優秀性を競い
合ういわば「和牛のオリンピック」。
雄牛・雌牛の改良の成果を審査す
る「種牛の部」と、枝肉の状態で肉
質を審査する「肉牛の部」に約500
頭が出品されます。

毎日、牛政宗くんが感じたことや
仕事についてつぶやいています。

第11回

皆さんのお越しを
待っているモ～！

マ
ス
コッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

牛
政
宗

う
し
ま
さ
む
ね

（3） （2）【オ　リ　ジ　ン】

仙
台
白
菜

Ｊ
Ａ
仙
台

発
祥
の
地
・
松
島
を
中
心
に
栽
培

　
Ｊ
Ａ
仙
台
は
「
仙
台
白
菜
」
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
向
け
栽
培
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
仙
台
白
菜
」
は
、
松
島
町
で
開

発
さ
れ
た
白
菜
で
「
松
島
白
菜
」
と

も
言
わ
れ
る
伝
統
野
菜
。
最
盛
期
は
、

松
島
地
区
で
３０
人
の
生
産
者
が
３
・

５
㌶
で
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
病
気

に
か
か
り
や
す
く
栽
培
が
難
し
い
こ
と

か
ら
、
生
産
量
が
年
々
減
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
肉
厚
で
甘
み
が
強
い
特

徴
の
あ
る
「
仙
台
白
菜
」
の
需
要
が
、

東
京
な
ど
県
外
市
場
か
ら
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
受
け
て
、Ｊ
Ａ
は
２
０
１
４

年
か
ら
松
島
地

区
で
栽
培
を
推

進
し
て
き
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
は
、「
仙

台
白
菜
」
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
向
け
、

県
外
に
Ｐ
Ｒ
し
よ

う
と
、Ｊ
Ａ
全
農

を
通
し
て
関
東
の

量
販
店
や
加
工

業
者
な
ど
に
出
荷
。
現
在
は
約
１
・

３
㌶
で
１２
人
の
生
産
者
が
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
同
年
に
は
、
松
島
町
や
地

元
の
高
校
、
食
品
加
工
業
者
と
連
携

し
、「
仙
台
白
菜
」
を
使
っ
た
餃
子
を

開
発
・
販
売
す
る
な
ど
、「
仙
台
白
菜
」

の
知
名
度
向
上
に
も
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。

　

東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
の
阿
部
正
俊
セ

ン
タ
ー
長
は
「
仙
台
・
松
島
の
伝
統
野

菜
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
首
都

圏
へ
の
有
利
販
売
に
つ
な
げ
た
い
」
と

意
気
込
み
ま
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
他

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
亘
理

被
災
農
地
を
集
積
、大
規
模
法
人
化

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
、

山
元
町
の
約
４５
％
の
畑
は
、
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
営
農
が
困

難
な
状
況
に
あ
っ
た
な
か
、
２
０
１
５

年
７
月
、
復
旧
し
た
農
地
を
集
積
す

る
こ
と
を
目
標
に
発
足
し
た
の
が
「
㈱

や
ま
も
と
フ
ァ
ー
ム
み
ら
い
野
」
で
す
。

同
社
に
は
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
亘
理
も
出
資

し
、
ネ
ギ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、
タ
マ
ネ
ギ

等
の
露
地
野
菜
を
中
心
に
栽
培
し
て
い

ま
す
。
特
に
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
専
用
の

貯
蔵
庫
や
キ
ュ
ア
リ
ン
グ
室
、
選
別
機

と
いっ
た
恵
ま
れ
た
設
備
が
あ
り
、
１６

年
度
の
１２
㌶
か
ら
、
１７
年
度
は
約
１５

㌶
ま
で
作
付
面
積
を
増
や
す
予
定
で

す
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
東
日
本
で
は
千

葉
県
や
茨
城
県
が
有
名
で
、
販
売
高

も
大
き
く
、
両
県
で
は
加
工
品
の
「
干

し
い
も
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
社
も
販
売
高
の
伸
長
に
向
け
て
、

「
干
し
い
も
」
の
取
り
扱
い
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
品
種
は
「
ベニ
ア
ズ
マ
」「
ベ

ニ
ハ
ル
カ
」「
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
」
で
、

収
穫
機
「
ポ
テ
カ
ル
ゴ
」
４
台
で
収
穫

し
ま
す
。

　

同
社
の
岩
佐
俊
宏
事
業
総
括
は「
サ

ツ
マ
イ
モ
は
掘
っ
て
み
な
い
と
虫
な
ど
に

よ
る
食
害
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
、
難
し

い
面
が
あ
る
。
ま
た
、
圃
場
の
水
は
け

も
課
題
だ
。
湿
害
対
策
と
し
て
額
縁

暗
き
ょ
を
施
し
た
り
、
自
家
育
苗
に

よ
る
コ
ス
ト
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
こ
と
も
多
い
が
、

今
年
が
２
年
目
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
販
路
の
確
保
等
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
１７
年
度
は
販
売
高
２

０
０
０
万
円
を
目
指
す
」
と
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。

加
工
用
ト
マ
ト

J
A
加
美
よ
つ
ば

専
任
職
員
を
配
置
し
、一
貫
指
導

　
Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば
は
集
落
営
農
の
組

織
化
を
契
機
に
実
需
者
と
結
び
つ
い
た

「
加
工
用
野
菜
」
の
生
産
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。契
約
販
売
に
よ
る
生
産
で
、

所
得
向
上
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、

水
稲
に
代
わ
る
作
物
と
し
て
、
転
作

田
で
の
栽
培
を
奨
励
。

　

特
に
「
加
工
用
ト
マ
ト
」
は
企
業
と

連
携
し
、Ｊ
Ａ
産
の
み
で
作
る
ト
マ
ト

ケ
チ
ャ
ッ
プ
に
加
工
。
生
活
ク
ラ
ブ
生

協
や
Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
所
な
ど
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
そ
の
お
い
し
さ
が
評

判
に
な
り
、
年
々
販
売
を
伸
ば
す
人

気
商
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
姉
妹
品
と

し
て
、Ｊ
Ａ
産
タ
マ
ネ
ギ
も
使
用
し
た

「
ト
マ
ト
と
玉
ね
ぎ
の
ソ
ー
ス
」も
発
売
。

地
消
の
呼
び
掛
け
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

加
工
用
ト
マ
ト
の
作
付
け
は
９
つ
の
集

落
営
農
組
合
を
中
心
に
始
ま
り
ま
し

た
。
２
０
１
６
年
は
個
人
生
産
者
、
集

落
営
農
組
合
を
含
め
３５
人
が
４
・
３
㌶

を
作
付
け
し
、
約
１
６
５
㌧
を
出
荷
し

ま
し
た
。Ｊ
Ａ
は
加
工
用
ト
マ
ト
専
任
職

員
を
配
置
し
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で

一
貫
し
た
指
導
体
制
を
築
い
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
、
生
産
者
の
高
齢
化
な
ど
の

課
題
解
決
に
向
け
、
新
規
生
産
者
を

増
や
す
呼
び
掛
け
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

強
化
。
消
費
者
の
収
穫
体
験
も
受
け

入
れ
、
生
産
意
欲
を
高
め
る
活
動
も

行
って
い
ま
す
。

　

生
産
者
は
「
天
候
に
左
右
さ
れ
や

す
い
品
種
。
し
か
し
、
出
来
上
が
っ
た

ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
プ
を
見
る
と
励
み
に
な

る
。
今
後
も
作
付
け
を
続
け
、
孫
や

友
人
に
自
慢
し
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら

い
た
い
」
と
語
り
ま
す
。

ゼ
ロ
ゼ
ロ
き
ゅ
う
り

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
登
米

知
名
度
ア
ッ
プ
へ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
一
新

　
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
登
米
の
胡
瓜
生
産
者

連
絡
協
議
会
は
、２
０
１
５
年
か
ら「
ゼ

ロ
ゼ
ロ
き
ゅ
う
り
」
と
し
て
販
売
し
て

い
ま
す
。
登
米
市
出
身
の
故
・
石
ノ

森
章
太
郎
氏
の
代
表
作
「
サ
イ
ボ
ー

グ
０
０
９
」
が
、Ｊ
Ａ
管
内
で
施
設
キ
ュ

ウ
リ
栽
培
が
始
ま
っ
た
１
９
６
４
年
に

誕
生
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
５０
周
年

を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
採
用
し
ま
し
た
。
出
荷
箱
に
キ
ュ
ウ

リ
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
る
主
人
公
・

島
村
ジ
ョ
ー
を
描
き
、
全
国
で
の
知
名

度
ア
ッ
プ
を
狙
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
の
２
０
１
６
年
の
実
績
は

会
員
数
１
２
２
人
、
作
付
面
積
約

３６
・
５
㌶
、
出
荷
量
約
３
１
２
０
㌧
、

販
売
金
額
８
億
４
０
０
０
万
円
。

　

将
来
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ（
農

業
生
産
工
程
管
理
）
を
取
得
し
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
食
材
提
供
を
目
指

し
ま
す
。

　

同
協
議
会
は
４
つ
の
生
産
組
織
を

集
め
て
設
立
し
、
昨
年
か
ら
は一
元
出

荷
も
始
め
ま
し
た
。
１
つ
の
大
組
織
と

し
て
大
々
的
に
出
荷
や
販
促
活
動
を

行
い
、「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
き
ゅ
う
り
」
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
け
る
よ
う
に
、
４
つ
の
組
織
の

結
び
つ
き
を
強
固
に
し
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
の
大
き
な
目
標
で
す
。

　

ま
た
、
後
継
者
不
足
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
登
米
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
講
師
を
招
き
、
若

手
生
産
者
向
け
の
勉
強
会
を
開
催
す

る
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
昨

年
導
入
し
た
新
し
い
選
果
機
や
組
織

活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
、
新
規
就
農
者
や
会

員
の
獲
得
も
行
って
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
の
猪
股
一雄
会
長
は
「
市

場
や
消
費
者
か
ら
新
た
な
評
価
を
頂

け
る
よ
う
に
、
協
議
会
一
丸
と
な
っ
て

活
発
な
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

ミ
ニ
ト
マ
ト

Ｊ
Ａ
い
し
の
ま
き

４
法
人
が
牽
引
、養
液
栽
培
で
年
間
出
荷

　

石
巻
市
の
沿
岸
部
は
ト
マ
ト
栽
培
が

盛
ん
で
し
た
が
、
多
く
の
ト
マ
ト
農
家

が
津
波
被
害
に
遭
い
、
栽
培
を
中
断
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
１
２
年
１
月
、

被
災
農
家
３
人
が
「
㈱
ス
マ
イ
ル
フ
ァ
ー

ム
石
巻
」（
石
巻
市
須
江
）
を
設
立
。

Ｊ
Ａ
か
ら
借
り
受
け
た
温
室
２
棟
で
中

玉
ト
マ
ト
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
手
掛
け
、
管

内
の
ト
マ
ト
栽
培
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
、
生
産
者
の
所
得
増
大
を
目

的
に
、
１２
年
度
か
ら
Ｊ
Ａ
全
農
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
ミ
ニ
ト
マ
ト「
ア
ン
ジェ

レ
」
を
導
入
し
、
管
内
で
試
験
栽
培
を

開
始
。
現
在
は
同
法
人
を
含
む
４
法

人
が
計
３
・
１１
㌶
で
作
付
け
、Ｊ
Ａ
全

農
み
や
ぎ
管
内
の
出
荷
数
量
の
８０
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

同
法
人
は
、Ｊ
Ａ
全
農
が
す
す
め
る
、

大
規
模
営
農
モ
デ
ル
構
築
の
取
り
組
み

の
中
で
「
ア
ン
ジ
ェレ
」
の
栽
培
を
始
め

ま
し
た
。
１４
年
に
は
ハ
ウ
ス
２
棟
を
増

設
し
、
促
成
と
抑
制
計
１
・
１５
㌶
で

栽
培
。
栽
培
検
討
会
を
毎
月
開
い
て
状

況
に
応
じ
た
対
応
策
を
検
討
し
た
ほ

か
、
規
格
ご
と
に
自
動
で
選
別
す
る
機

器
の
導
入
な
ど
で
省
力
か
つ
効
率
化
し

た
生
産
体
制
を
整
備
。
栽
培
技
術
の

確
立
で
一
定
の
収
量
が
得
ら
れ
、「
ア

ン
ジェレ
」
の
導
入
は
収
益
の
ア
ッ
プ
に
つ

な
がって
い
ま
す
。

　

同
法
人
の
伊
藤
裕
章
代
表
取
締
役

は
「
高
糖
度
で
甘
み
が
強
く
食
べ
や
す

い
。
養
液
栽
培
な
の
で
取
り
組
み
や
す

く
、
年
間
を
通
し
て
出
荷
で
き
る
よ

う
に
な
り
作
業
も
安
定
し
て
き
た
」

と
話
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
、
規
格
外
品
の
加
工
を
検
討

し
て
い
る
ほ
か
、
管
内
の
農
業
法
人
で
の

新
た
な
作
付
け
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

セ　

リ

Ｊ
Ａ
南
三
陸

清
涼
な
水
を
活
用
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

　

Ｊ
Ａ
南
三
陸
は
、
地
域
特
性
で
あ

る
地
域
の
清
涼
な
水
を
利
用
し
た
農

地
の
活
用
方
法
を
模
索
し
、
多
量
の

水
を
要
す
る
セ
リ
の
栽
培
を
２
年
ほ

ど
前
か
ら
推
進
し
て
い
ま
す
。
管
内

の
セ
リ
栽
培
を
牽
引
し
て
い
る
農
事
組

合
法
人
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ウ
イ
ン
ド
津
山
」

は
、
農
地
の
保
全
に
努
め
て
お
り
、

地
元
小
学
校
で
開
催
さ
れ
る
生
き
物

観
察
会
に
協
力
し
、
児
童
ら
へ
地
域

の
水
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
は
「
セ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

称
し
た
生
産
・
調
製
を
分
離
し
た
出

荷
体
制
を
試
行
。
セ
リ
の
需
要
の
伸

び
が
見
込
ま
れ
る
時
期
に
、
生
産
者

が
調
製
作
業
を
任
意
組
合
の
「
気
仙

沼
ウ
ー
パ
ー
」
へ
委
託
。
収
穫
後
の
泥

落
と
し
や
葉
か
き
な
ど
の
負
担
軽
減

を
図
り
、
作
業
の
専
門
性
を
高
め
、

高
品
質
な
商
品
の
出
荷
と
効
率
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
当
初
、
農
事
組
合

法
人
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ウ
イ
ン
ド
津
山
」

の
み
で
約
２０
㌃
の
作
付
け
で
し
た
が
、

そ
の
後
に
新
規
作
付
け
者
が
５
名
加

わ
り
、
作
付
面
積
は
２
年
前
の
３０
㌃

か
ら
約
５０
㌃
へ
と
規
模
が
拡
大
し
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
の
担
当
者
は
「
今
後
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
生
産
者
と
出

荷
量
の
増
加
を
目
指
し
産
地
化
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
気
合
い
を
入
れ
ま

す
。

2
0
1
6
年
に
は
、新
し
い
選
果
機
を
導
入
し

ま
し
た（
４
月
、登
米
市
中
田
町
の「
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ

登
米
な
か
だ
グ
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
」で
）

仙台白菜を出荷する生産者
（10月、松島町の磯崎低温
農業倉庫で）

サツマイモを収穫する生産者
（10月、㈱やまもとファーム
みらい野で）出荷規格を確認する生産者（１２月、南三陸町で）

ミニトマトを栽培しているスマイルファーム
石巻の従業員（12月、石巻市須江のスマ
イルファーム石巻で）

トマトを収穫する生産者（8月、加美町で）

JA
JA
JA
JA
JA
JA
JA
JA
JA
JA
JA
JA
JA
JA

仙 台
みやぎ亘理
岩 沼 市
名取岩沼
あさ ひ な
みやぎ仙南
いしのまき
加美よつば
古 川
いわでやま
みどりの
栗 っ こ
みやぎ登米
南 三 陸

022（236）2425
0223（34）0377
0223（22）1257
022（384）5113
022（345）1274
0224（55）1288
0225（22）1116
0229（66）1178
0229（23）6515
0229（72）0015
0229（87）3342
0228（23）2117
0220（22）8113
0226（47）4584

お問い合わせは

JA共済連宮城　　0120-14-9031


